
Title 普仏戦争と渡六之介の『巴里籠城日誌』
Sub Title Un Journal du Siège de Paris d'un officier japonais Watari Rokunosuke
Author 松原, 秀一(Matsubara, Hideichi)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 1992

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.60, (1992. 3) ,p.46- 59 
JaLC DOI
Abstract
Notes 中田美喜教授追悼論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00600001-

0046

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


並
日
仏
戦
争
と
渡
六
之
介
の

『
巴
里
寵
城
日
誌
』

松

原

秀

フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
に
終
止
符
を
う
っ
た
普
仏
戦
争
は
明
治
三
年
に
お
こ
り
、

ド
イ
ツ
統
一
を
完
成
さ
せ
る
大
き
な
布
石
と
な
る
と
と
も

に
独
仏
聞
に
長
く
続
く
深
い
対
立
を
作
り
だ
し
た
。
日
本
の
旧
制
高
校
生
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
う
副
読
本
に
良
く
使
わ
れ
た
『
ア
ル
ザ
ス
の

ハ
I
）

二
少
年
の
フ
ラ
ン
ス
周
行
』
や
近
年
色
々
論
議
を
呼
ん
だ
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
・
ド
l
デ
の
『
最
後
の
授
業
』
を
始
め
と
す
る
短
編
集
『
月
曜
物

取
っ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
幕
末
以
来
、

フ
ラ
ン
ス
に
範
を
と
っ
て
い
た
日
本
の
軍
制
が
プ
ロ
イ
セ
ン
、

ひ
い
て
は
ド
イ
ツ
に
傾
斜
し
て

46 -

語
』
や
モ

l
パ
ッ
サ
ン
の
『
二
人
の
友
』
な
ど
初
歩
を
終
わ
っ
た
日
本
の
学
生
が
広
く
習
っ
た
中
級
の
読
み
物
に
も
こ
の
戦
争
に
題
材
を

い
っ
た
の
も
こ
の
戦
争
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
よ
う
。
普
仏
戦
争
は
色
々
な
面
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

一
つ
に
は
九
年
の

兵
役
制
を
取
っ
て
い
た
職
業
軍
人
的
な
フ
ラ
ン
ス
と
兵
役
期
間
が
＝
一
年
と
短
い
プ
ロ
シ
ヤ
の
戦
い
で
も
あ
り
、

士
族
と
平
民
の
戦
い
で
あ
っ

た
西
南
戦
争
を
思
わ
せ
る
も
の
も
あ
り
、

そ
れ
ま
で
日
本
で
戦
将
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
ピ
ス
マ
ル
ク
、

モ
ル
ト
ケ

が
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
並
日
仏
戦
争
後
も
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
科
学
小
説
が
次
々
と
訳
さ
れ
た
り
し
て
、
技
術
先
進
国
と
し
て
の
フ

ラ
ン
ス
の
姿
も
紹
介
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
戦
争
の
結
果
共
和
制
を
取
っ
た
フ
ラ
ン
ス
と
戦
後
の
パ
リ
市
民
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ヌ
は
明
治

の
立
憲
天
皇
制
の
立
場
か
ら
は
危
険
視
さ
れ
日
本
で
は
フ
ラ
ン
ス
は
華
や
か
だ
が
危
険
思
想
の
園
、
享
楽
的
な
園
、
『
華
の
パ
リ
』
即
ち
淫
蕩

の
街
の
面
が
強
調
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。



パ
リ

・
コ
ミ
ュ

l
ヌ
に
つ
い
て
は
日
本
で
も
多
く
の
紹
介
が
あ
る
が
、

そ
れ
に

先
立
つ
パ
リ
包
囲
戦
に
つ
い
て
は
思
い
の
外
文
献
が
多
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
包
囲
戦
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
中
に
は
日
本
か
ら
品
川
弥
二
郎
、
大
山
巌
、
林
有

造
、
池
田
弥
一
の
四
人
が
観
戦
将
校
と
し
て
加
わ
っ
て
お
り
、
龍
城
側
に
は
フ
ラ

ン
ス
の
士
官
学
校
に
留
学
中
だ
っ
た
渡
正
元
（
六
之
介
）
が
居
て
八
ヶ
月
の
龍
城

を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
は
当
時
の
軍
事
大
国
で
明
治
三
年
十
月
に

は
太
政
官
は
公
式
に
陸
軍
は
フ
ラ
ン
ス
式
、
海
軍
は
イ
ギ
リ
ス
式
に
す
る
こ
と
を

〈

2
）

決
定
し
布
告
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

三
世
は
既
に
セ
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ダ
ン
で
九
月
四
日
に
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
に
降
伏
し
フ
ラ
ン
ス
は
共
和
制
を
宣
言
し
て

い
た
。
山
県
有
朋
、

西
郷
従
道
も
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
し
普
仏
戦
争
を
観
戦
し
八

月
二
日
に
帰
国
し
、

八
月
二
十
五
日
に
は
前
述
の
大
山
巌
た
ち
が
普
仏
戦
争
の
調

査
を
命
じ
ら
れ
出
立
し
て
い
る
。

渡
六
之
介
の
『
巴
里
龍
城
日
誌
』
に
つ
い
て
は
既
に
河
盛
好
蔵
氏
に
よ
る
紹
介

一
九
七
八
年

が
『
巴
里
好
日
』
（
文
化
出
版
社
刊
昭
和
日
年
、
初
出
は
産
経
新
聞
、

に
あ
る
。
長
ら
く
一
本
を
入
手
し
た
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
今

八
月
一
日
）

春
た
ま
た
ま
第
一
次
大
戦
勃
発
に
際
し
て
著
者
が
改
訂
再
版
し
た
活
字
本
の
自
筆

の
献
辞
っ
き
贈
呈
本
を
神
田
の
田
村
書
店
で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
菊
判
三



ニ
！
と
王
子
、

マ
ク
マ
オ
ン
、
パ
ゼ
l
ヌ
、

ト
ロ
シ
ュ
、

わ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン

三
世
の
写
真
で
あ
る
。
一
扉
に
は
『
巴
里
龍
城
日
誌
／
右
冊
子
を
出
版
セ
リ
の
テ
一
部
／
進
呈
ス
／
大
正
三
年
十
月
渡
正
元

ガ
ン

ベ
ッ
タ
な
ど
の
写
真
な
ど
で
最
後
は
死
ん
で
ベ
ッ
ド
に
横
た

テ
ィ
エ
l
ル
、

／
東
京
府
立
／
第
一

中
学
校

御
中
』
と
毛
筆
で
献
辞
が
書
か
れ
て
い
る
。

本
書
の
元
版
は

二
組
が
塾
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て

〔
】N
－＼
包
＼
∞＼
］
）
（
∞
と
】
∞
斗
＼

E
－＼
＼∞＼
－J
∞
〕
一
組
は
太
田
黒
亨
氏
の
寄
贈

百
二
十
頁
で
元
判
に
あ
る
彩
色
挿
絵
、
地
図
、
単
色
肖
像
図
を
再
録

す
る
ほ
か
巻
頭
に
九
葉
の
写
真
が
付
け
て
あ
る
。
そ
の
最
初
は
大
礼

服
に
多
く
の
勲
章
を
付
け
た
著
者
の
写
真
と
パ
リ
龍
城
時
代
の
写
真

な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
の
士
官
学
校

エコ

l
ル
・
ド
・
サ
ン
シ
l
ル
の

生
徒
と
し
て
士
官
の
制
服
を
付
け
た
著
者
の
写
真
で
あ
り

枚
目

は
パ
リ
寵
城
当
時
著
者
が
拾

っ
て
帰
国
後
『
遊
就
館
』
に
寄
付
し
た

プ
ロ
イ
セ
ン
軍
の
砲
弾
の
破
片
三
個
の
写
真
で
あ
る
。
残
り
は
当
時

市
販
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
銅
板
画
で
砲
撃
を
受
け
て
い
る
パ
リ
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の
図
で
右
上
に
気
球
が
浮
か
ん
で
い
る
も
の

ナ
ポ
レ
オ
ン

三
世、

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
、

モ
ル
ト
ケ

ビ
ス
マ
ル
ク
、
皇
妃
ユ

l
ジ
ェ

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
八
年
二
月
二
十
五
日
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
巻
と
第
二
巻
、
第
五
巻
、
第
六
巻
、
第
七
巻
、

第
八
巻
の
見
返
し
に
は
『
長
束
蔵
書
』
と
い
う
朱
印
が
押
し
て
あ
る
。
第
一
巻
の
見
返
し
に
『
明
治
第
四
辛
未
夏
六
月
刊
行
／
法
普
戦
争
誌

略国各
／
西
洋
一
千
八
百
七
十
一
年
』

と
あ
り
各
巻
約
五
十
丁
で
七
冊
、

第
八
巻
の
み
が
薄
く

『追
加
』
と
あ

っ
て
二
十
八
丁
と
な

っ
て
い
る
。



」
の
あ
と
に
奥
付
け
が
『
官
版
／
御
用
御
書
物
師
／
須
原
屋
茂
兵

衛
』
と
あ
る
。
入
手
し
た
版
は
大
正
三
年
十
一
月
刊
の
九
版
で
あ
り

『
小
序
』
に
よ
る
と
『
然
る
に
今
年
八
月
、
園
ら
ず
も
、
欧
州
の
天
、

戦
雲、
撮
り
、
列
強
互
に
其
国
力
を
蓋
し
て
戦
い
、
全
欧
の
地
、
殆
ど

千
軍
寓
馬
の
静
脈
摘
す
る
所
と
な
り
、
貫
に
古
今
未
曾
有
の
一
大
動
範

と
な
り
と
す
。
此
機
に
際
し
、
往
昔
の
普
併
戦
争
の
事
蹟
を
余
に
聞

か
ん
と
欲
す
る
人
多
く

且
余
の
奮
著
を
再
刊
し
て
、
世
に
公
に
せ

ば
、
嘗
時
の
状
況
躍
如
と
し
て
見
る
べ
く
、
今
日
の
参
考
に
資
す
る
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所
あ
ら
ん
と
。
之
を
余
に
慾
憩
す
る
者
亦
少
な
か
ら
ず
。
奮
著
固
よ

り
之
に
嘗
ら
ず
と
雄
、
亦
黙
止
し
難
き
時
状
も
あ
れ
ば
、
其
謬
誤
あ

る
も
の
は
之
を
訂
正
し
て
、
題
競
を
巴
里
寵
城
日
誌
と
改
め
、
更
に
刊
行
す
る
こ
と
と
せ
り
。
』
と
第
一
次
大
戦
を
期
に
再
刊
し
た
事
情
を
説

四
版

二
十
八
日
七
版
、

明
し
て
い
る
。
同
書
の
奥
付
け
を
信
じ
れ
ば
東
亜
堂
書
房
か
ら
十
月
十
三
日
に
初
版
発
先
、
十
五
日
に
再
版
、
十
七
日
に
三
版、に

わ
か
に
は
信

二
十
二
日
五
版
、

二
十
五
日
六
版
、

じ
が
た
い
が
好
評
で
増
刷
を
重
ね
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

二
十
日
に

三
十
日
八
版
で
十
一
月
一
日
に
九
版
が
で
た
こ
と
に
な
る
。

著
者
渡
六
之
介
は
天
保
十
年

2
8
8

一
月
に
田
中
善
平
の

三
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
元
治
元
年
（
－
∞
宮
）

に
渡
家
を
継
ぎ
、
兵
学
寮

生
徒
で
あ
っ
た
明
治
二
年
（
－∞∞∞
）
三
十
歳
の
時
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
命
じ
ら
れ
パ
リ
に
到
着
し
た
の
が
普
仏
戦
争
勃
発
の
直
前
、
明
治
三
年

三
月
一
日
で
あ

っ
た。

エ
ム
ス
電
報
改
憲
の
挑
発
に
乗

っ
て
フ
ラ
ン
ス
が
開
戦
を
決
定
し
た
の
が
七
月
十
四
日
で
あ
り
、
こ
の
寵
城
記
は
フ



ラ
ン
ス
使
節
が
ベ
ル
リ
ン
に
向
か
っ
た
七
月
十
一
日
の
こ
と
か
ら
書
き
起
こ
し
、

一
一
月
十
九
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。
初
版
の
第
七
巻
三
十
六

葉
の
『
付
言
』
を
引
け
ば

『
余
か
此
戦
争
誌
略
を
集
む
る
買
に
西
暦
七
月
十
一
日
に
始
っ
て
今
二
月
十
九
日
に
至
里
二
国
の
戦
和
未
た
全
く
定
ま
ら
ず
量
に
一
月
二

十
八
日
巴
里
府
開
城
し
て
和
議
談
判
の
為
三
週
間
の
解
軍
関
兵
を
約
し
其
後
五
日
の
延
期
を
な
し
日
敷
都
て
二
十
六
日
即
ち
二
月
二
十
四
日

正
午
十
二
字
ま
て
也
（
我
正
月
六
日
）
故
に
今
日
未
た
其
戦
和
の
判
然
た
る
向
背
を
知
る
可
ら
す
然
る
に
余
今
妥
に
事
を
措
け
て
此
冊
を
終

る
も
の
は
即
明
日
我

皇
朝
軍
事
監
察
使
の
諸
公
法
の
巴
里
府
を
発
し
て
英
京
倫
敦
府
へ
発
向
せ
ら
る
へ
き
報
を
開
て
還
に
曾
て
記
輯
し

た
る
所
の
冊
子
を
行
李
中
よ
り
出
し
併
せ
て
之
を
総
括
し
其
旅
舘
に
至
り
諸
公
に
就
て
謹
む
て
之
を
我
在

廷
の
諸
賢
に
呈
せ
む
こ
と
を

希
へ
は
な
り
』

て
い
る
。
な
お
再
刊
本
は
総
ル
ピ
で
あ
る
が
今
ふ
り
が
な
は
省
い
た
。
『
依
て
思
ふ
、
余
他
日
、
帰

朝
の
日
、
閑
を
得
、
校
討
浄
潟
し
、
牧

nu 
p
h
d
 

と
あ
る
。
こ
の
『
皇
朝
軍
事
監
察
使
』
に
つ
い
て
は
大
正
十
三
年
の
再
刊
の
『
小
序
』
に
続
く
『
附
言
』
で
初
版
に
次
の
様
に
括
弧
で
補
っ

め
て
一
巻
と
な
し
、
以
て
在

廷
諸
公
に
呈
せ
ば
、
庶
幾
く
は
、
首
日
の
事
情
を
報
ず
る
の
一
助
た
る
に
足
る
べ
し
と
。
再
び
之
を
巾
笥
に

蔵
め
た
り
。
然
る
に
今
日
園
ら
ず
も

本
朝
軍
事
視
察
使
の
諸
士
に
巴
里
府
の
旅
館
に
面
謁
す
る
を
得
、
（
普
仏
戦
争
の
起
る
や
。
我

朝
廷
は
薩
、
長
、

土
、
肥
の
土
〔
大
山
浦
助
、
品
川
蒲
二
郎
、
林
有
造
、
池
田
浦
乙
の
四
土
を
軍
事
視
察
員
と
し
て
派
遣
せ
ら
る
四
士
は

終
始
独
逸
軍
の
本
管
に
在
り
。
適
々
巴
里
府
の
講
和
開
城
の
日
、
其
糧
食
輸
入
の
列
車
に
依
て
巴
里
に
入
府
す
）
：
：
：
』

大
山
の
一
行
が
ア
メ
リ
カ
経
由
で
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
の
は
十
月
下
旬
で
あ
り
パ
リ
を
包
囲
し
て
い
る
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
の
所
に
到
着
し

た
の
は
パ
リ
開
城
の
一
月
前
で
あ
っ
た
。
包
囲
と
砲
撃
は
み
た
も
の
の
戦
闘
の
大
半
は
終
わ
っ
て
い
た
。
従
っ
て
パ
リ
に
入
っ
て
渡
六
之
介

の
寵
城
記
を
見
た
一
行
は
こ
の
記
録
を
見
て
実
戦
の
貴
重
な
報
告
と
し
て
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
り
、
官
版
と
し
て
出
版
し
た
の
で
あ
っ
た
。



渡
六
之
介
は
パ
リ
寵
城
中
に
自
分
の
見
聞
の
他
各
種
の
新
聞
を
抄
録
し
て
い
て
普
仏
戦
争
の
体
験
記
と
し
て
極
め
て
貴
重
な
記
録
と
な
っ

て
い
る
。
普
仏
戦
争
の
寵
城
記
と
し
て
は
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
・
サ
ル
セ
！
？

g己
2
5
ω
2
2
3の
ト
内
弘
知
町
内
毎

P
3
h
、
か
有
名
で
あ
り
ア
ル

フ
ォ
ン
ズ
・
ド
l
デ
の

h
g
C
3
3
h
S
F。
遺
言
内
与
を
守
2
の
ほ
か
共
和
国
宣
言
と
共
に
長
年
の
追
放
か
ら
パ
リ
に
戻
っ
て
龍
城
に
参

加
し
た
ヴ
ィ
ク
ト

i
ル
・
ユ
ゴ

l
の
日
記
な
ど
各
種
の
記
録
が
あ
る
が
我
々
に
取
っ
て
は
日
本
人
と
し
て
の
渡
の
記
録
は
貴
重
な
も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
日
誌
が
簡
単
に
入
手
で
き
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
本
来
は
当
時
の
新
聞
と
の
照
合
や
初
版
と
再
版
の
異
動
も
調
べ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
取
り
敢
え
ず
、
内
容
の
一
斑
を
紹
介
し
よ
う
。
第
一
巻
で
普
仏
戦
争
の
原
因
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
王
位
継
承
問
題
を
取
り
上
げ
て

ホ
l
へ
ン
ゾ
ル
レ
ン
が
ス
ペ
イ
ン
の
王
位
に
今
後
も
就
か
な
い
と
い
う
条
件
の
提
示
に
た
い
し
て
の
返
事
の
期
限
が

す
な
わ
せ
い
よ
う

七
月
十
四
日
の
十
二
時
迄
で
あ
っ
た
が
プ
ロ
イ
セ
ン
王
が
使
節
の
謁
見
を
拒
絶
し
た
の
で
兵
を
挙
げ
る
こ
と
に
決
し
た
と
記
し
『
即
ち
西
洋

だ

い

ぐ

わ

っ

か

す

な

わ

わ

が

め

い

じ

だ

い

か

の

え

う

ま

ぐ

わ

っ

に

ち

な

り

一
千
八
百
七
十
年
第
七
月
十
四
日
即
ち
我
明
治
第
一
二
庚
午
六
月
十
六
日
也
。
』
と
い
っ
て
い
る
。

い
る
の
は
当
然
だ
が
、

我
が
国
が
先
進
国
に
倣
っ
て
太
陰
太
陽
暦

を
採
用
し
た
の
は
明
治
六
年
で
あ
る
の
で
日
付
が
ず
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
晩
市
内
に
出
て
み
た
渡
は
人
出
で
馬
車
も
通
行
出
来
な
い
の
を

観
察
し
て
い
る
。

八
月
一
日
フ
ラ
ン
ス
軍
の
本
営
は
国
境
の
メ
ス
市
に
置
か
れ
た
が
戦
闘
で
火
力
の
勝
る
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
の
前
で
は
フ
ラ
ン

ス
軍
に
不
利
で
大
将
ド
ゥ
エ

l
は
戦
死
し
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
軍
の
青
銅
砲
に
た
い
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
の
大
砲
は
鉄
製

で
あ
っ
た
。
『
大
将
ド
ウ
ヱ
イ
氏
は
厳
し
く
下
知
し
て
諸
隊
を
繰
出
し
苦
戦
せ
し
と
そ
其
大
砲
は
僅
に
三
門
な
り
し
上
に
又
普
の
大
砲
絶
間

な
く
無
数
の
大
小
連
護
せ
る
を
以
て
法
軍
は
中
央
大
に
敗
け
ド
ウ
ヱ

l
氏
討
死
し
二
軍
の
将
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ン
リ

l
氏
も
又
手
負
た
り
此
時
法

軍
の
先
鋒
隊
な
る
チ
ュ
ル
コ
隊
〔
亜
弗
利
加
の
黒
人
隊
也
素
よ
り
勇
壮
乃
一
戦
隊
な
る
が
痛
く
苦
戦
し
見
方
の
死
傷
を
踏
越
へ
銃
剣
の
接
戦

に
及
し
か
と
も
哀
哉
皆
普
軍
無
数
の
ミ
ト
ラ
イ
ュ

l
ス
劇
射
下
に
屍
を
並
へ
た
り
と
云
此
ミ
ト
ラ
ュ

l
ス
と
云
ふ
ハ
近
年
発
明
乃
回
転
連
設

の
奇
砲
也
』



ミ
ト
ラ
イ
ユ

l
ズ

ζ
ξ
巳一一

0
5
0
は
機
関
銃
で
あ
る
が
多
く
の
砲
身
を
回
転
さ
せ
る
方
式
の
ガ
ト
リ
ン
グ
砲
で
当
時
の
先
端
兵
器
で
あ
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
や
戊
申
戦
争
で
も
使
わ
れ
た
が
幕
末
に
我
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
三
台
の
内
、

二
台
は
河
合
継
之
助
の
一
克
に
あ
り

台
に
五
千
両
が
払
わ
れ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
戦
争
で
は
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
大
敗
の
虚
報
を
流
し
却
っ
て
フ
ラ
ン
ス
軍
の
敗
北
と
わ
か
っ
た
時
の
失
望
を
大
き
く
す
る
と
い
っ
た
情
報

戦
、
ま
た
『
探
偵
』
の
使
用
、

ジ
プ
シ
ー
の
城
外
追
放
な
ど
と
い
っ
た
近
代
戦
の
諸
様
相
も
見
せ
そ
れ
ら
も
渡
に
よ
っ
て
良
く
記
録
さ
れ
て

い
る
。
国
民
が
紙
幣
を
正
金
に
替
え
だ
す
の
で

5
フ
ラ
ン
の
銀
貨
を
新
鋳
し
国
立
銀
行
で
引
換
え
に
応
じ
た
。
渡
六
之
介
も
『
始
め
引
換
人

の
入
る
と
き
ハ
片
手
に
紙
幣
を
握
り
最
簡
便
な
れ
と
も
出
る
時
は
銀
銭
を
負
槍
し
其
勢
殊
に
甚
し
余
素
よ
り
一
書
生
に
て
其
所
持
僅
に
七
百

五
十
園
の
銀
銭
也
然
と
も
其
門
を
出
る
に
及
ん
て
ハ
掌
中
又
重
き
を
費
え
た
り
今
日
午
後
一
字
よ
り
三
字
迄
侯
ち
漸
く
此
紙
幣
を
引
換
へ
敷
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高
の
群
中
を
抜
出
せ
り

O
方
今
紙
幣
引
換
え
と
し
て
毎
日
此
両
替
所
に
集
る
人
民
幾
億
高
な
る
を
知
る
可
ら
す
而
し
て
引
換
の
銀
は
威
く
新

製
の
国
大
な
る
銀
銭
な
り
惟
ふ
に
今
般
法
政
府
に
て
何
程
鋳
造
せ
し
や
其
敷
誠
に
算
計
す
へ
か
ら
す
昔
日
市
中
に
此
銀
銭
甚
た
砂
し
之
れ
量

重
く
し
て
持
運
に
不
便
な
れ
り
ハ
な
り
然
る
に
此
度
戦
争
以
来
市
中
に
銀
銭
多
く
従
来
の
金
銭
甚
た
稀
也
』
（
第
一
巻
二
十
八
、
九
丁
）

両
国
と
も
捕
虜
を
手
厚
く
扱
う
こ
と
も
注
目
し
て
い
る
。
在
留
敵
国
人
の
扱
い
に
つ
い
て
も
『

O
巴
里
府
市
街
布
令
書
中
に
日

巴

里
市
在
住
の
日
耳
憂
国
の
人
民
中
或
ハ
家
屋
を
所
持
し
或
ハ
久
し
く
在
住
し
た
の
者
に
て
其
偉
巴
里
府
在
住
を
願
ふ
も
の
は
是
を
許
容
せ

り
』
と
布
告
を
写
し
て
い
る
が
、
渡
は
注
記
し
て
『
按
す
る
に
今
般
法
国
の
戦
争
其
始
め
よ
り
高
事
甚
た
公
や
け
に
し
て
敵
国
人
民
政
府
内

に
在
住
を
禁
せ
す
軍
中
の
事
情
報
告
書
も
直
に
こ
れ
を
公
布
す
其
所
置
公
明
に
似
た
り
と
難
も
戦
闘
上
に
於
て
大
に
損
失
あ
る
可
し
其
故
ハ

巴
里
府
中
に
日
々
出
す
朝
暮
の
壁
書
及
軍
中
報
知
日
誌
等
之
れ
を
市
街
に
出
せ
ば
忽
ち
羽
翼
を
生
し
て
敵
地
に
飛
行
し
敵
軍
坐
し
て
府
内
の

事
情
を
知
り
其
機
に
投
し
て
莫
大
の
利
益
を
得
へ
し
と
思
へ
は
な
り
』
（
巻
一
、

三
十
八
、
九
丁
）
と
危
ぶ
ん
で
い
る
。



プ
ロ
イ
セ
ン
軍
の
進
出
に
際
し
て
何
故
皇
帝
が
パ
リ
に
戻
っ
て
防
戦
し
な
い
の
か
渡
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
皇
妃
ユ

l
ジ
ェ

ニ
l
の
政
策
も
あ
っ
た
が
渡
は
次
の
如
く
書
い
て
い
る
。

『
O
余
今
日
法
人
に
問
ふ
て
日
余
今
戦
争
の
状
態
を
見
聞
す
る
に
普
軍
追
々
進
入
し
既
に
大
群
巴
里
府
周
聞
の
諸
鯨
を
巌
踊
せ
む
其
勢
ひ

不
日
に
此
府
を
攻
撃
す
へ
し
然
る
に
法
帝
は
此
城
に
入
り
防
禦
の
指
麿
を
司
ら
さ
る
や
と
問
ふ
蓋
し
那
破
倫
は
帝
な
り
素
よ
り
城
中
に
在
て

指
麿
す
へ
き
な
り
然
れ
共
巴
里
府
人
帝
を
憎
罵
る
の
甚
し
き
を
知
る
故
に
殊
更
に
問
を
設
け
た
る
な
り
渠
答
て
日
く
那
破
倫
巴
里
府
に
帰
り

な
ハ
直
に
衆
の
為
に
必
す
殺
害
せ
ら
る
へ
し
其
故
は
今
度
の
戦
争
素
よ
り
帝
の
方
寸
に
出
て
廟
算
を
失
ひ
敗
軍
ま
た
人
多
く
死
せ
り
其
上
本

城
に
敵
軍
迫
り
て
法
国
危
急
の
機
に
至
る
ハ
全
く
帝
の
所
為
に
し
て
衆
の
深
く
恨
む
所
也
故
に
今
帝
再
ひ
帰
城
せ
ハ
殆
と
試
せ
ら
れ
さ
る
を

得
ス
ト

O
余
又
問
夫
々
勝
敗
ハ
兵
事
の
常
に
し
て
帝
の
罪
と
の
み
云
ふ
可
ら
す
今
日
の
危
急
宣
之
を
論
す
る
に
逗
あ
ら
む
や
特
に
那
破
倫
は

あ
ら
む
や
渠
れ
苔
て
日
今
法
全
国
の
恨
み
巳
に
彼
に
帰
し
た
り
救
ふ
可
か
ら
す
と
今
日
巴
里
府
内
衆
庶
の
乃
景
情
既
に
斯
乃
如
し
他
日
事
情
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法
国
の
帝
た
り
宜
し
く
全
国
乃
人
之
を
尊
奉
し
衆
皆
協
心
勢
力
し
防
戦
す
へ
き
也
如
何
そ
今
日
の
切
迫
に
在
む
て
我
か
帝
を
拒
み
憎
む
の
理

の
参
考
に
供
せ
む
為
今
愛
に
之
を
記
る
す
』
（
巻
二
、

七
、
八
丁
）

九
月
三
日
に
セ
ダ
ン
は
開
城
し
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
捕
虜
と
な
り
翌
日
、
共
和
制
が
宣
言
さ
れ
る
と
渡
は
知
人
に
次
の
如
く
問
い
質
し
て

い
る
。『

今
日
余
リ
ュ

l
テ
ナ
ン
、

コ
ロ
ネ
ル
〔
歩
兵
副
総
督
〕
レ
ス
ヒ
ヨ
l
氏
〔
此
人
余
か
知
る
人
也
去
る
八
月
六
日
の
戦
ひ
に
其
太
股
に
弾

丸
を
受
け
治
療
の
為
め
帰
せ
り
此
人
出
陣
の
時
歩
兵
頭
取
官
に
て
あ
り
し
か
此
度
嘗
官
に
昇
進
せ
り
余
と
同
宿
し
て
あ
る
故
日
々
親
し
く
語

る
〕
問
ふ
て
日
今
般
法
軍
大
に
敗
れ
左
翼
乃
将
帥
マ
ク
マ
オ
ン
傷
き
敷
高
の
死
傷
及
四
高
乃
兵
皆
停
虜
と
成
り
那
破
倫
も
寛
に
虜
に
就
き
た

り
て
而
て
法
国
政
陸
を
獲
し
新
た
に
共
和
の
政
度
を
建
る
布
令
あ
り
余
按
す
る
に
園
一
日
も
其
主
な
か
る
へ
か
ら
す
故
に
今
日
立
つ
る
鹿
の



共
和
の
政
度
も
法
帝
の
虜
中
依
り
に
設
け
た
る
に
し
て
他
日
此
軍
畢
る
の
後
帝
版
し
ハ
必
す
以
前
の
如
く
帝
位
に
置
き
立
君
の
政
髄
に
複
す

る
な
ら
む
然
ら
ハ
今
新
た
に
共
和
政
髄
の
名
を
置
か
す
と
も
太
子
既
に
軍
中
に
在
り
幼
年
な
れ
と
も
帝
位
に
登
る
へ
き
約
議
巳
に
定
ま
れ
り

然
る
に
何
の
故
今
此
令
を
布
け
り
ゃ
〔
今
年
五
月
二
十
一
日
布
令
日
那
破
倫
百
歳
の
後
は
太
子
帝
位
に
登
る
べ
き
旨
を
普
く
全
国
に
知
ら
し

め
堅
く
其
約
を
結
へ
り
〕
答
今
日
の
共
和
政
度
有
も
非
議
す
へ
か
ら
す
那
破
倫
ハ
再
ひ
此
国
に
入
る
可
ら
す
と
一
五

O
問
其
理
如
何
む
他
日
此

軍
の
勝
敗
相
分
た
ハ
普
国
よ
り
那
破
倫
を
送
帰
せ
む
然
ら
ハ
衆
之
を
如
何
す
る
や
答
法
人
は
再
ひ
那
破
倫
を
圏
内
に
入
る
、
肯
む
せ
す
其
故

は
今
度
の
戦
争
全
く
帝
好
み
て
之
を
起
せ
る
に
在
り
然
る
に
其
策
成
ら
す
其
令
善
か
ら
す
其
軍
敗
れ
許
多
の
兵
士
を
失
ひ
子
弟
を
殺
せ
り
是

衆
の
恨
み
憎
む
慮
に
し
て
其
罪
誠
に
容
れ
さ
る
所
也
故
に
今
法
国
に
は
其
帝
位
を
剥
き
那
破
倫
を
棄
た
り
の
て
渠
今
日
に
於
て
は
一
兵
士
一

独
夫
に
異
な
る
事
無
し
仮
令
普
国
許
し
放
っ
と
も
更
に
法
国
に
関
係
せ
さ
る
な
り
渠
他
邦
に
去
っ
て
其
居
を
定
む
へ
し

O
問
夫
れ
軍
の
勝
敗

の
指
揮
競
令
の
帝
に
出
る
は
是
其
固
に
主
た
る
の
任
な
れ
ハ
也
今
度
の
敗
岨
を
取
る
必
す
帝
の
罪
と
云
ふ
へ
か
ら
す
果
て
時
運
か
然
ら
は
是
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は
時
運
に
し
て
英
雄
も
亦
能
し
難
き
所
也
法
国
の
兵
素
な
り
勇
な
り
と
難
も
連
日
の
敗
報
ハ
即
ち
法
国
は
不
運
不
幸
な
り
と
云
ふ
可
し
又
そ

臣
民
と
し
て
帝
を
拒
み
剰
ヘ
停
虜
と
な
り
た
る
を
棄
て
之
を
助
け
す
却
て
其
機
に
乗
し
之
を
放
逐
す
る
の
理
あ
ら
む
や
渠
答
ふ
法
全
国
の
人

民
に
二
種
の
別
ち
あ
り
一
方
は
帝
を
憎
み
又
一
は
帝
を
佐
く
然
る
に
い
ま
や
二
種
合
し
て
帝
を
怨
罵
せ
り
其
聾
市
街
に
充
溢
し
賓
に
億
兆
離

心
の
極
如
何
む
と
も
す
へ
き
策
な
し
と
云
へ
り
』
続
い
て
渡
は
普
仏
戦
争
の
原
因
を
さ
ぐ
り
一
八
六
六
年
の
普
填
戦
争
以
来
の
プ
ロ
イ
セ
ン

の
躍
進
振
り
を
眺
め
『
余
痛
に
惟
ふ
に
今
欧
羅
巴
各
国
就
中
英
法
普
の
三
国
に
於
て
ハ
文
明
開
化
強
富
の
盛
む
な
る
は
恐
ら
く
ハ
今
日
宇
内

の
魁
と
謂
つ
へ
し
然
も
其
事
状
情
態
を
観
察
す
る
に
其
人
心
疎
闘
軽
薄
に
し
て
節
義
な
る
も
の
は
全
く
無
き
に
近
し
我
か
日
本
の
魂
を
以
て

視
る
と
き
に
ハ
若
し
国
帝
敵
の
虜
と
な
る
と
き
は
全
国
の
人
憤
激
し
そ
の
観
を
忘
れ
仇
を
報
せ
む
然
る
に
人
心
の
開
化
究
れ
る
時
は
其
節
義

に
疎
き
斯
の
如
き
に
至
る
惟
ふ
に
是
れ
随
て
生
す
る
の
弊
な
ら
む
今
や
欧
羅
巴
各
国
の
開
化
貫
に
遺
漏
な
し
と
難
も
敢
て
嘆
す
へ
き
ハ
只
此
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節
義
を
養
成
し
得
さ
る
の
弊
害
な
り
』
『
人
心
開
化
の
地
に
限
り
人
心
軽
浮
に
し
て
節
義
の
疎
き
は
高
邦
皆
同
し
嵯
其
国
の
教
を
立
つ
る
も

の
宜
し
く
愛
に
注
意
せ
す
む
ハ
あ
る
可
か
ら
す
』
（
巻
二
、
十
五
丁

1
十
八
丁
）
と
欧
化
と
忠
孝
の
衰
微
を
危
倶
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
パ
リ
寵
城
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
渡
の
観
察
は
赤
十
字
や
パ
リ
周
辺
の
盗
塁
に
も
及
び
食
料
の
備
蓄
な
ど
も
観
察
し
て
い
る
。

軍
隊
に
女
性
が
糧
食
係
り
と
し
て
い
る
の
も
珍
し
か
っ
た
ら
し
い
。
『
此
節
運
動
せ
る
兵
隊
中
に
三
五
人
の
婦
女
相
ひ
混
せ
り
其
行
装
兵
隊

に
均
し
き
衣
服
を
着
し
腰
に
袴
の
如
き
も
の
を
纏
ひ
て
そ
の
腰
部
を
被
ひ
而
し
て
金
属
を
以
て
製
し
た
る
小
樽
の
如
き
も
の
を
肩
に
掛
け
兵

隊
と
共
に
運
動
す
る
も
の
を
視
る
何
者
な
ら
む
と
問
ふ
に
法
語
之
を
カ
ン
チ
ニ
ヱ

l
ル
と
〔
斎
酒
女
の
誼
〕
号
し
て
或
は
陣
中
の
兵
士
に
酒

及
焼
酎
の
類
を
売
り
輿
ふ
る
者
也
と
都
て
ゼ
ネ
ラ
ル
以
下
武
官
の
娘
及
兵
卒
の
妻
子
な
り
と
云
』
（
巻
二
、
五
十
丁
）
と
あ
っ
て
彩
色
の
挿
絵

が
入
っ
て
い
る
。

龍
城
に
よ
る
窮
乏
振
り
や
、

パ
ン
の
質
の
下
落
、
犬
、
猫
、
鼠
の
肉
が
売
ら
れ
た
こ
と
、
物
価
の
騰
貴
、

ま
た
開
城
の
ニ
ュ
ー
ス
と
共
に

po 
F
円

υ

商
店
が
隠
匿
し
て
置
い
た
・
食
料
を
慌
て
て
売
り
出
す
こ
と
な
ど
、
他
の
寵
城
記
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
記
し
て
あ
る
。
『
近
日
府
内
の
食
糧
ハ

少
量
の
瞳
肉
及
瞳
魚
の
み
に
て
瞳
漬
さ
せ
る
馬
肉
を
得
る
も
甚
難
し
瞳
肉
及
瞳
魚
の
味
ひ
甚
た
佳
な
ら
す
』
『
方
今
府
内
食
料
は
獣
肉
威
く

壷
き
て
政
府
貯
蔵
の
聾
漬
の
獣
肉
及
び
瞳
魚
等
を
少
々
つ
つ
市
中
に
分
配
す
市
し
て
市
中
犬
猫
及
鼠
を
取
て
食
ふ
こ
と
最
も
甚
し
過
日
以
来

市
内
運
輸
の
馬
車
は
馬
を
屠
る
既
に
融
和
し
然
れ
と
も
此
馬
肉
普
ね
く
市
人
に
給
す
る
に
足
ら
す
故
に
政
府
令
し
て
屠
者
及
ひ
獣
肉
商
人
等
に

獣
肉
の
代
り
に
乾
魚
及
瞳
魚
の
類
を
責
ら
し
め
た
り

O
過
日
以
来
府
内
慮
々
に
犬
猫
鼠
の
屠
者
多
く
其
店
を
開
け
り
而
し
て
今
日
犬
肉
最
も

高
債
に
し
て
其
股
肉
一
枝
の
債
法
貨
八
フ
ラ
ン
〔
我
が
一
両
武
分
武
朱
に
嘗
る
〕
な
り
と
云
此
程
市
人
食
料
の
肉
多
く
は
犬
猫
の
肉
な
り
と

云
市
中
野
菜
最
も
砂
な
く
且
府
内
麺
包
を
製
す
る
穀
類
乏
し
く
物
債
漏
斗
沸
騰
の
由
な
り
』
『
余
亦
瞳
漬
獣
肉
の
味
を
知
る
』
足
り
な
い
の

は
食
料
の
み
で
は
な
い
。

ガ
ス
も
薪
も
蝋
燭
も
乏
し
く
な
り
年
末
に
向
か
っ
て
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
疫
病
も
流
行
す
る
。
そ
こ
に
プ
ロ
イ
セ



ン
軍
の
砲
撃
で
あ
る
。
渡
は
砲
弾
を
拾
い
死
者
の
数
を
記
録
し
砲
弾
の
大
き
さ
、
射
程
も
記
録
し
て
い
る
。

ガ
ン
ベ
ッ
タ
の
気
球
に
依
る
脱

出
の
他
、
打
ち
落
と
さ
れ
た
気
球
、

セ

i
ヌ
河
に
通
信
文
を
入
れ
た
瓶
が
流
れ
て
来
る
事
、
鳩
の
運
ん
で
く
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る

通
信
な
ど
克
明
に
記
し
て
い
る
が
、
他
方
で
は
日
曜
日
に
手
を
携
え
て
散
策
す
る
男
女
を
見
て
『
此
輩
皆
今
法
国
殆
む
と
敵
の
掌
中
に
陥
ら

む
と
し
傾
頚
危
亡
旦
夕
に
一
過
り
其
危
き
貫
に
朝
露
の
如
く
な
る
を
知
ら
さ
る
も
の
に
似
た
り
巴
里
府
人
は
虚
飾
を
専
ら
と
し
言
語
を
巧
み
に

し
て
内
に
報
国
の
赤
心
な
く
常
に
園
事
を
罵
し
れ
と
も
危
急
の
眼
目
を
驚
樗
せ
し
む
る
也
惟
ふ
に
今
法
国
の
兵
器
機
会
は
精
好
に
し
て
賞
に

善
美
を
極
む
と
難
も
廟
堂
に
人
材
な
く
草
葬
に
節
義
な
く
威
部
傾
類
し
て
東
敵
に
あ
た
る
な
き
は
正
気
な
し
嵯
斗
園
夫
れ
奇
器
あ
り
と
難
も

人
材
な
け
れ
は
亦
是
れ
何
奈
と
も
す
る
こ
と
能
は
さ
る
の
み
』
（
巻
四
、
十
五
丁
）
と
憤
慨
し
、
慨
嘆
し
て
い
る
。

日
誌
の
記
述
は
『

O
今
日
に
至
り
巴
里
府
内
平
定
異
聞
な
し
日
誌
を
閲
す
る
に
今
度
法
国
陸
軍
大
兵
学
校
の
規
律
を
改
正
し
新
則
を
建
て
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此
の
校
を
サ
ン
シ

l
ル
校
と
披
せ
り
と
』
と
終
わ
っ
て
い
る
。
渡
六
之
介
は
パ
リ
開
城
後
も
サ
ン
シ

l
ル
校
で
留
学
を
続
け
て
い
る
。
こ
の

聞
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

l
ヌ
に
も
記
録
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
う
が
何
も
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

渡
六
之
介
は
帰
国
後
陸
軍
少
佐
、
参
謀
局
諜
報
提
理
兼
幼
年
学
校
次
長
と
な
り
太
政
官
書
記
官
、
参
事
院
議
官
補
、
参
事
院
議
官
県
恩
給

局
主
事
、

元
老
院
議
官
を
歴
任
し
明
治
二
十
三
年
以
降
は
勅
撰
議
員
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
三
年
の
再
刊
本
の
表
紙
に
は
『
貴
族
院
議
員

渡

正
元
著

巴
里
龍
城
日
誌
』
と
あ
る
が
中
表
紙
の
裏
に
短
冊
形
の
貼
り
紙
が
あ
り
赤
字
で
『
扉

貴
族
院
議
員

は
削
除
す
べ
き
も
の

／
本
文
第
一
頁

渡
正
元
は
渡
六
乃
介
と
訂
正
す
べ
き
も
の
／
に
付
き
右
正
誤
す
／
発
行
者
識
』
と
一
札
し
で
あ
る
。
大
正
十
三
年
一
月
二

十
九
日
に
没
し
た
。
貴
族
院
議
員
、
錦
鶏
聞
紙
候
従
三
位
勲
二
等
で
あ
っ
た
が
没
後
正
三
位
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
紹
介
の
渡
六
之
介
の
日
誌
か
ら
の
引
用
は
明
治
四
年
の
初
版
に
よ
っ
た
。
再
版
で
は
法
国
は
併
国
に
な
り
変
体
仮
名
も
消
え
漢
字
は

総
ル
ビ
と
な
っ
て
い
る
。
中
田
君
存
命
中
に
入
手
し
て
い
れ
ば
『
え
び
伴
』
あ
た
り
で
彼
に
見
せ
て
徳
国
の
葡
萄
酒
を
共
に
楽
し
み
塾
考
古
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s
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fait, 

e
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 presentant 

m
o
n
 livre a

 vos compatriotes. 
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o
u
s
 avez bien fait 

d
e
 

s
u
p
p
r
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m
e
r
 certains 

passages. 
Je 

n
e
 les 
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plus 

aujourd hui. 
S
o
n
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e
 
le 
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a

 ete 
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 d
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 c
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e
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n
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pain 
q
u
e
 
d
u
 pain 

d
e
 
paille 

hachee. 

Je 
n
’ai 

laisse 
subsister 

ces 
passages 
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u
e
 
parce 
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m
a
r
q
u
e
n
t
 
l’etat 

d
’esprits 

des 
Parisiens, 

a
 ce 

m
o
m
e
n
t
 
unique 

d
e
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histoire. 
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付
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